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本研究は日本船舶技術研究協会の委託研究*として実施しました。
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計算法検証のための模型実験

1.復原力喪失
2.パラメトリック横揺れ
3.ブローチング/波乗り
4.デッドシップ
5.過大加速度

難易度 安全性

第1段階 低 高

第2段階 中 中

第3段階
直接復原性評価

高 低

IMOでは物理則に基づいた5つの転覆モードを3つの段階基準で評価する第二世代非損傷
時復原性基準が審議されている。
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本研究では過大加速度（人が居る最も高い位置に働く横加速度）の直接復原性評価に用
いる計算法の定量的検証のために模型実験を実施し、その計算法と波浪発現頻度で求め
た長期の超過確率で直接復原性評価を行い、簡易基準との整合性を確認した。

簡
易
基
準

過大加速度モード導入のきっかけとなったコンテナ船CHICAGO EXPRESS（Lpp=320m)の事
故調査書(BSU, 2009)から描き起こした船型

横波の規則波と長波頂・短波頂不規則波中前進速度無し状態での船体運動と横加速度の
計測を実海域再現水槽で実施した。1回の計測時間は実船時間で3時間相当の20分とした。

計算法
周波数船体応答関数(STF法）を用いて長波頂不規則波中応答は波スペクトルをかけ、
短波頂不規則波中応答は方向分布関数を考慮した線形重ね合わせで求めた。

北大西洋の波浪発現頻度表（IACS No.34）と横加速度9.81m/s2を閾値とした短波頂不規
則波中での短期の超過確率を用いて、加重平均により長期の超過確率Cを求めた。

長期超過確率 C =0.00002020 ＜ 第2段階基準 0.0000535

次に、船の出会い周期を10sec.と仮定して、直接復原性評価の指標である1年あたりの
超過確率SDSA （基準値10-4) を算出する。

𝑺𝑫𝑺𝑨 = 𝟏 − 𝟏 − 𝟎. 𝟎𝟎𝟎𝟎𝟐𝟎𝟐𝟎 𝟑𝟔𝟓×
𝟐𝟒𝟑𝟔𝟎𝟎
𝟏𝟎 = 𝟏. 𝟎 > 𝟏𝟎−𝟒

実施した直接復原性評価は第2段階基準と整合性を持ち，事故船を危険と評価した。

規則横波中横加速度 第2段階基準，長・短波頂不規則波中での横加速度

計算と実験はよく一致しており，計算法は直接復原性評価に適している。

1年あたりの超過確率

*「目標指向型復原性基準に関する調査研究」(2017)


